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図1. LTC3402を利用した2セル
から3V/1A昇圧コンバータ

2セルから3Wを供給する小型MSOPパッケージの
3MHzマイクロパワー同期式昇圧コンバータ － デザインノート 246
Mark Jordan

　 、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
Burst Mode、OPTI-LOOPはリニアテクノロジー社の商標です。

1セルまたは2セル以上のアルカリ電池やニッケル金属水素
化物電池で動作する携帯用エレクトロニクス・デバイスに
は、小型で高効率の昇圧電源が必要です。リニアテクノロ
ジーの新製品、LTC®3401、LTC3402は、1V以下の入力
電圧で動作し、2セルから最大1Aの出力電流を供給する高
周波マイクロパワー同期式昇圧コンバータです。DC/DC効
率は、最高で97%です。これらの製品は、ユーザが動作周
波数、出力電圧、およびバースト・モードTM動作のすべて
をプログラムできるため、効率とのバランスをとりながら
サイズを検討しなければならない各種アプリケーションに
適しています。このような機能がすべて、小型で熱特性に
優れたMSOP-10パッケージに搭載されています。

LTC3401は2セルのアルカリ電池から全出力電力が1.5W
未満のアプリケーション向けに最適化されており、
LTC3402は2セルから出力電力が3W以下のアプリケー
ション向けに最適化されています。無損失の電流検知、低
ゲート電荷、低RDS(ON)の同期式パワー・スイッチ（NMOS
0.16Ω、PMOS 0.18Ω）、および電力損失を最小限に抑え
る高速スイッチング遷移などの内蔵機能により、高効率を
達成しています。外部ショットキ・ダイオードは不要です
が、効率を高めるために使用することができます。

電流モード制御アーキテクチャは、OPTI-LOOPTM補償およ
びアダプティブ・スロープ補償とともに、広範な負荷、入
力電圧、および出力コンデンサに対して過渡応答を最適化
することができます。このデバイスは、ユーザがMODE/
SYNCピンを“H”にドライブして強制的にバースト・モード
動作にするまでは、固定周波数モードのままです。バース
ト・モード動作時の消費電流はわずか38µAで、軽負荷時の
効率を最大化します。また、SHDNピンを“L”にして、デバ
イスを強制的にシャットダウンすることもでき、その時の
消費電流は1µA以下です。PGOODピンは、出力電圧が安
定化電圧より9%低い電圧以上になると“L”になるオープ
ン・ドレイン出力フラグを提供します。

すべてセラミック・コンデンサを使用した2セルから
3.3V、1Aコンバータ
LTC3402を使用した3W、2セルのアルカリ電池用アプリ
ケーションを図1に示します。このアプリケーションでは
動作周波数は1MHzに設定されており、サイズと効率の間
で適正に妥協を図っています。このコンバータの実装面積
は1.6cm2（0.25in2）以下です。図1の回路の効率を図2に示
します。効率は出力電力300mWで96%のピークに達し、
3Wまでは85%を超えます。バースト・モード時の効率は
500µA負荷時に80%であり、パワーダウン期間が長いアプ
リケーションに最適です。

多くのアプリケーションでは、負荷電流の変化を支配する
デバイス（つまり、システム・マイクロコントローラ）が電
源コンバータに負荷電流の変化を通知するようにすれば、
出力フィルタ容量を低減して希望の過渡応答を得ることが
できます。特に、VCピンに結合される「負荷フィードフォ
ワード」信号は、出力電流を変更する上で内部電流ループに
ヘッドスタートを与えます。LTC3402コンバータのVCピ
ンでの相互コンダクタンスは、インダクタ電流を基準とし
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図2. 図1の回路の効率
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て標準170mA/100mVなので、注入される信号量は、負荷
に対して予想されるインダクタ電流の変化に比例します。
残りの補正は外部電圧ループが行いますが、外部電圧ルー
プがスルーしなければならない範囲は、負荷フィードフォ
ワード信号によって大幅に低減されます。これにより、過
渡応答が改善されます。100mAから1Aへの負荷ステップ
に対する図1の回路の負荷過渡応答を図3に示します。ロ
ジックレベルのフィードフォワード信号が部品C5および
R6を通して結合されます。66µFの出力コンデンサでの
ピーク・ツー・ピーク出力電圧リップルは330mVです。負
荷フィードフォワード信号なしでこのリップルを達成する

には、出力コンデンサを150µF以上に増やす必要がありま
す。

高効率リチウムイオンCCFLバックライト・アプリケー
ション
CCFLバックライト付き小型携帯機器（PDAなど）には、再
充電までの動作時間を最大化するための、高効率なバック
ライト・コンバータ・ソリューションが必要です。高効率
リチウムイオンCCFL電源を図4に示します。LTC3401
は、電圧レギュレータではなく電流レギュレータとして
セットアップされており、ランプへの高電圧正弦波を生成
する自己発振型共振Royer回路にテール電流を供給しま
す。ランプの調光は制御電圧によって行いますが、他の調
光テクニックも使用できます。

図3. 100mAから1Aへの負荷ステップによる
DC/DCコンバータの過渡応答

図4. 高効率、小型CCFL電源、リモート調光
コントロール付き
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